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計画策定支援の実施内容イメージ
コンサルタントによる４回の支援内容のイメージ 緑字:企業側のアクションで仕上がるもの

No コンサル側のアクション 企業側のアクション
0 (1) ※ 公社からの事前準備依頼 ・現状作業工程の「棚卸し」（数値化）

・考えられる「課題」の全抽出
・各「課題」の「見えない損料（年額）」の概算算出

1 (1) 顔合わせ
(2) 現場（「課題」の状態）確認 現地案内、内容説明
(3) ヒアリング

・抽出「課題」の確認／質問
・各「課題」の「見えない損料（年額）」確認／質問

(4) 「宿題❶」の提示 「宿題❶」対応
以下の「宿題」の進め方を指導
・抽出「課題」の重み付け／順位付け～最優先「課題」の抽出 ・抽出「課題」の重み付け／順位付け～最優先「課題」の抽出
・最優先「課題」解決に考えられる「手法」の調査抽出 ・最優先「課題」解決に考えられる「手法」の調査抽出
・本計画検討の推進チーム／その各員の役割を決定 ・本計画検討の推進チーム／その各員の役割を決定

2 (1) ヒアリング
・「宿題❶」の確認、質疑応答 ・「宿題❶」の提示、質疑応答

(2) 指導
以下の考え方／進め方を指導
・最優先「課題」解決に考えられる「手法」～自社に最適な
　「手法」の選定
・自社にとって「課題」解決に必須な要件の抽出～具体的な
　「ソリューション」選定のための「仕様書」の作成

(3) 「宿題❷」の提示 「宿題❷」対応
以下の「宿題」の進め方／纏め方を指導
・最優先「課題」解決に考えられる数多の「手法」から、自社に ・最優先「課題」解決に考えられる数多の「手法」から、自社に
　最適な「手法」選定の明文化 　最適な「手法」選定の明文化
・最優先「課題」を解決しうる「ソリューション」に求める要件を ・最優先「課題」を解決しうる「ソリューション」に求める要件を
　纏めた「仕様書」（案）の作成 　纏めた「仕様書」（案）の作成

3 (1) ヒアリング
・「宿題❷」の確認、質疑応答 ・「宿題❷」の提示、質疑応答

(2) 指導
以下の考え方／進め方を指導
・作成「仕様書」を元に「相見積」を取得する候補企業の抽出
　～選定の仕方
・「相見積」回答企業からの「ソリューション情報」についての、
　「比較検討項目」の立て方～比較結果の纏め方

(3) 「宿題❸」の提示 「宿題❸」対応
以下の「宿題」の進め方／纏め方を指導
・作成「仕様書」を元にした「相見積」取得候補企業の選定 ・作成「仕様書」を元にした「相見積」取得候補企業の選定
・「相見積」の取得 ・「相見積」の取得
・「相見積」回答企業からの各「ソリューション情報」に基づく ・「相見積」回答企業からの各「ソリューション情報」に基づく
　「比較表」の作成とその纏め 　「比較表」の作成とその纏め

4 (1) ヒアリング
・「宿題❸」の確認、質疑応答 ・「宿題❸」の提示、質疑応答

(2) 指導
以下の考え方／進め方を指導
・申請書作成に必須の「事業計画書」のストーリー構成
・申請までに確定すべき社内準備項目について
　　事業推進チームの社内承認（経営層がトップで構成）
　　設備投資計画の社内承認（設備投資予算の確保）

(3) 「宿題❹」の提示 「宿題❹」対応
以下の「宿題」の進め方／纏め方を指導
・「事業計画書」（案）の仕上げ ・「事業計画書」（案）の仕上げ
・申請までに確定すべき社内準備項目の実施目処付け ・申請までに確定すべき社内準備項目の実施目処付け
　　事業推進チームの社内承認（経営層がトップで構成） 　　事業推進チームの社内承認（経営層がトップで構成）
　　設備投資計画の社内承認（設備投資予算の確保） 　　設備投資計画の社内承認（設備投資予算の確保）

5 ※ 以降は、公社で対応します。 ・「宿題❹」の提示、質疑応答
　　※ 最終仕上げは、４月の公募開始以降になりますが、
　　　　仕上げの前までにブラッシュアップが必須です。
　　　　上記社内承認を確定できた時点で、年明け早々にも
　　　　初案の提出を目指して下さい。


